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研究成果の概要（和文）：　持続可能で価値多元的な社会は、次のようなメカニズムを持っている。１．人々が「学習
」を他者とともに組織し、自己と他者との関係態として構成することで、コミュニティは多元的な価値を生み、持続可
能な社会として変容する。持続可能な社会を実現する「学習」は、個人とコミュニティを生成し続けるプロセスであり
、その方法でもある。２．このような個人のあり方である当事者とは、コミュニティを持続可能なものとするプロセス
で生成される関係であり、かつそれによって持続可能となるコミュニティそのものである。３．「学習」は分配と所有
の関係において生じるものではなく、贈与と答礼の関係における自動的で動的なものとして構成される。

研究成果の概要（英文）：　We can analyze the mechanism of the self-formation of the sustainable and 
value-pluralistic society as follows;
 Firstly, as resident organizes the “learning” with others and builds self-existence as the 
relationship among them in community, the community can create the plural-values and make itself 
ever-changing sustainable community. The “learning” which implements the sustainable society emerges 
itself as the process that create the relationship between individual resident and community, also as the 
methodology to create the resident as the body to promote the sustainable society. Secondly, the 
existence of this individual resident as the person concerned is developed in the process to make the 
community sustainable and is also the community itself.　Thirdly, this “learning” process is not the 
value-distribution and possession process but the automatic and dynamic process of emerging values based 
on the relationship between give-and-return.

研究分野：生涯学習
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１．研究開始当初の背景	
 

	
 長期にわたる不況で、人々の間には閉塞感

が充満し、不安定化する雇用と家計は人々の

存在そのものを揺るがしつつある。それは端

的に自我の揺らぎ、つまり自分がこの社会に

時間と空間を占めてしっかりと存在してい

るという確かな感覚、すなわち身体性の喪失

として現れている。それはまた、人々が他者

とともにあり、〈わたしたち〉としてともに

生きていることが自明ではなくなりつつあ

ることを示している。	
 

	
 そして、人々の不安定な自我を背景として、

昨今、国の形の組み替えが政府主導で急速に

進められつつある。この国の形の組み換えの

一例として、行政システムの改革がある。つ

まり従来のような中央集権を基本とした地

方自治制度から地方分権を基本とした自治

制度への改変が急速に進められ、基礎自治体

を基本とする地域社会が「自立」を強く迫ら

れているのである。	
 

	
 ここで問われなければならないのは、分権

政策の下、基礎自治体レベルでいかに住民の

生活を護りつつ、人々の存在を安定させるこ

とができるのか、ということである。それは、

地域の活性化による住民生活の安定という

ある種の物質的なもの、つまり地域経済のみ

ならず、むしろその前提をつくるものとして、

住民自身の身体性という個別でありながら、

普遍的なものを、どのようにして回復させな

がら、他者との関係における相互承認と自己

肯定をとおして、自己の存在をその関係の中

に生成していくのか、他者とともにある自己

という身体性をいかに確立するのかという

ことでもある。そして、それはきわめて重い

生涯学習の課題であるといわざるを得ない。	
 

	
 	
 この課題を考えるために示唆に富むのが、

社会関係資本（Social	
 Capital）に関する研

究の蓄積である。その意義は、社会的ネット

ワークを基盤にした、規範・信頼・情報の経

路の役割に注目することにある。しかし、そ

の形成要因や過程を明らかにした先行研究

は少ない。この点について、OECD では、学習

が社会関係資本を媒介にして、健康や社会参

加に及ぼす影響について実証研究を進めて

いる（OECD（2010）Improving Health and 
Social Cohesion through Education）。だが、
①エビデンスの多くが初等・中等教育段階に

関するものであること、②その効果は教育年

数などの量的な差異によって測定され、非認

知的、自律的能力や、場や団体の機能といっ

た質的な要素が勘案されていないこと、③成

人期における学校外の学習の効果が明らか

にされていないこと、④各国に共通する教育

の効果に焦点が当てられ、日本の文化的・社

会的条件を踏まえた研究が乏しいこと、など

の課題がある。さらに、⑤これらの研究の知

見に基づくコミュニティモデルの構築とそ

の実現に向けた実践的な取り組みは、ほとん

どなされてはいない。	
 

	
 少子高齢化の急激な進展と社会経済構造

の劇的な変容にともなう社会の多元化と価

値観の流動化は、人々の生活のみならず実存

そのものを脅かしており、本研究のような新

たなコミュニティモデル構築と実現のため

の実践的な介入は、喫緊の課題であるといえ

る。	
 

	
 

２．研究の目的	
 

	
 上記の課題設定から導かれるのは、次の 2
つの観点であると考えられる。	
 

	
 １．地域コミュニティに生きる人々の日常

生活における尊厳や生きる意味を問う観点。

この観点から、コミュニティにおけるまちづ

くりを中長期的に支える実践プログラムの

開発を進めることが求められる。このことは

また、従来の経済開発を基礎とするまちづく

りや地域おこしを指向するのではなく、地域

コミュニティに生きる人々の生活とその文

化を基礎に、それらをそのコミュニティに生

きる人々の社会関係の中に置き直すことで、

価値化し、その価値化された生活文化が新た

な〈社会〉を構成することが、改めて経済的

な価値を生み出すという発想の転換と、それ

にもとづく魅力あるまちづくり、多様性のあ

る持続的な社会の形成論理の追求とにつな

がるものと考えられる。	
 

	
 ２．人々が地域コミュニティにおいて生活

し、生を全うすることの意味を問う生涯学習

の観点。この観点をベースに、地域コミュニ

ティで生活しつつ、様々な取り組みを展開し

ている自治体を含めたアクターとの連携を

基礎に、実地のプロジェクト実施やモデル形

成実践を通して研究を進める、現場指向型の

研究モデルを構築する。そこでは、生涯学習

論を学問的な基礎として、研究者自身と地元

のアクターとが実践の場で協働することで、

人が地域コミュニティで健やかに生きるこ

とのもつ価値とその地域が蓄積してきた文

化の持つ価値とを融合しつつ、それを新たな

経済的な価値として形成する手法が開発さ

れ、さらにそこで生まれた新たな価値を可視

化することで、有形・無形の地域文化の新た

な構築を進めることになり、それが、まちお

こし・まちづくりの論理を基本とした新たな

〈社会〉形成の論理を構築することへとつな

がるものと考えられる。	
 

	
 この 2つの観点により、地域における人々
の生活の営みと「学習」との関係をとらえる

視点と、その視点から導かれるまちづくりの

論理の生成が期待されることになる。	
 

	
 

３．研究の方法	
 



	
 本研究は、大きく 2つの部分から構成され
る。1 つは、社会の変化に対応して生まれて
いるコミュニティ(課題対応型地域社会など)
を対象として、その生成と展開に関する質的

な実証研究を進めることで、その筋道を明ら

かにすることである。2 つは、それらに対し
て、成員の「学習」を通した相互のネットワ

ーク化を進めるアクション・リサーチによる

介入を進めることで、これらの新たなコミュ

ニティが社会全体を多元的に覆うことで生

成される新しい社会モデルを実践的に構築

することである。 
	
 この場合、研究そのものが地域の自発性・

日常性を重視するものであるため、研究者自

身が、地域の様々なまちづくりの実践プロジ

ェクトに参加・介入しながら自らの研究実践

を構築し、また修正していくこととなる。こ

の試行錯誤が研究の過程でありながら、一つ

の研究手法ともなるのである。	
 

	
 

４．研究成果	
 

	
 本研究では、「プロジェクト展開志向型の

まちづくり」のあり方を可視化する論理を析

出する試みを行った。その成果は、「地域社

会のダイナミズム」「当事者性」の 2 点に収
斂するものととらえられる。それを長野県飯

田市と石川県内灘町における介入研究から

得られた知見を事例として、記述することと

したい。	
 

（１）〈贈与−答礼〉の動的プロセスとしての

地域〈社会〉	
 

	
 飯田市公民館の事例からとらえられるの

は、住民の実践が「知」をめぐる〈贈与-答

礼〉の過剰な循環を生み出し、それが人々の

生きる〈社会〉を構成しているという知見で

ある。「公民館」とは住民にとっては、施設

や職員という制度であるだけでなく、自らが

学ぶ行為であり、他者との交流の中で自分を

新たに生み出す営みであり、それを促す事業

であり、そしてそれらが展開されている関係

であるということである。それゆえに、公民

館が行うイベント的な事業は、常にこの見え

ない自分と他者との関係を顕在化させ、「公

民館」を自らの生活において確認する営みと

なっている。	
 

	
 ここでは、「公民館」とは、住民にとって

は、「学習」を通した新たな自己の生成と過

剰な循環を促す〈社会〉なのである。そこに

人々が巻き込まれることで新たな〈贈与−答

礼〉の関係が生まれ、その活動を通して、さ

らに地域社会の交流が促され、地域社会が動

的に組み換えられていき、地域リーダーの育

成と世代交代が、これらの行事の担い手の育

成を通して、スムーズに行われていく。この

過程で、地域住民の誰もが、自分が他者との

関係の中で自分が常に新たな自分へと転生

し、それがさらに自分を地域活動へとコミッ

トさせていかざるを得ない、いわば｢自己へ

の駆動力｣を獲得しているのである1。	
 

	
 これらの観察を通してとらえられるのは、

次の事実である。人が「学習」の営みを繰り

広げるとき、そこに他者との無償かつ無上の

〈贈与−答礼〉関係が成立し、その関係の中

で、自分が他者との間に開かれることで、自

分が新しく立ち上がり、それを発見して驚き、

自分が生まれ続けてしまうことを抑えきれ

なくなるようにして、自己への駆動力を高め

ていく。そして、それそのものが「学習」だ

ということである2。	
 

	
 この試みから生まれる〈社会〉のイメージ

は、以下のようなものである。すでにあるも

のとしての自己を認識つまり享受し、所有す

るのではなく、生成し続ける自由を相互に承

認し続ける関係、つまり自らが生成し続ける

ことで過剰に自由であり続けるような学習的

な存在、すなわち他者への「想像力」を豊か

に持った、自らを過剰に〈わたしたち〉とし

て生み出し続ける〈わたし〉の生成とその〈わ

たし〉によって構成される〈わたしたち〉の

関係、である。	
 

	
 	
 ここにおいて「知」は分配され、再配置さ

れるものではなくなり、自由も分配され、享

受されるものではなくなる。人は普遍的な国

民として社会に配置され、その位置において

自らを他者を通して認識し、その存在の十全

性を感受するのではなくなる。人は自ら生成

し、変化し続けることで、「知」を生み出し、

常に他者とかかわりつつ、「知」を伝達し、

組み換え、自己を関係態として組み換えてい

く、そうすることでこそ改めてこの〈社会〉

を構成するものとして、自ら生成する〈わた

し〉となる。「学び」はこの生成する新たな

自己の存在そのものであり、ここにおいて、

人々は〈社会〉そのものとして自らを立ち上

げることとなる。そのとき、生涯学習は「学

習」を生成するプラットフォームへと転生し

ているといえるのではないであろうか。	
 

	
 

（２）関係に立ち上がる当事者性	
 

	
 石川県内灘町の公民館を核にしたまちづ

くりの実践からは、次のような知見を得るこ

とができる3。これまでの公民館の歴史の中で

は、公民館をつくりあげた第一世代の人々に

とって、公民館とは、人々の日常生活におけ

る濃密な体験の強度、つまりその身体性が組

織され、人々を結びつける地域の組織であり、

活動であり、施設であった。公民館は、人々

の生活の身体性を表象するものとして、記憶

を沈殿させるだけでなく、それを人々の身体

性を通して人々の間の新たな関係へと組み

上げる場としてあったのだといえる。	
 

	
 しかし、その次の世代はその身体性を地域



社会からは切れた組織つまり会社に回収さ

れることで、自らが地域社会そのものから切

断され、公民館や町会にもかかわることがで

きなくなった。公民館が人々の生活から切断

されることで人々の身体性を失い、その機能

を維持することが困難となるのである。そし

て、その次の若い世代に至っては、彼らの親

の世代のように会社に帰属を求めることが

できず、むしろ地域における人々との濃密な

かかわりによって、自分が承認されることを

求めており、しかもそれは閉じられた関係で

はなく、自分の存在をともに生きているとい

う実感をともなって担保してくれるような

人間関係を求めていて、公民館がこの彼らの

欲求を満たす機能を果たし得ているのであ

る。公民館が若い彼らの身体性を回復するこ

とで、彼らの地場の「生活」を地に足の着い

たもの、つまり地元の人間関係に定礎された

ものへと組み換えているのである。	
 

	
 個人のあり方と地域コミュニティとの関

係がこのように大きく転換するような時代

を、内灘町の人々は地域社会においてこの 60
年の間に生きてきたのであり、いま改めて、

人々が生活の当事者になるということが、そ

の存在の根本であるはずの身体のレベルに

おいて問い返されているのである。そして、

そのとき、公民館がそこに介在することの意

義が改めて確認されることとなる。つまり、

公民館が町会単位に設置され、専任主事が配

置されるという基盤の上に、人々が地域住民

として公民館を活用しつつ、常に地場におけ

る「生活」の当事者になり続ける契機をつか

み、自らが意識的に地域コミュニティを担う

ことで、価値多元的で、文化的に豊かな内灘

町をつくりあげることの可能性がとらえら

れるのである。	
 

	
 この場合、当事者とは、一般に自らの生活

上のニーズを意識している人々であり、それ

は「当事者である」人々が改めて「当事者に

なる」ことだとされる。ニーズとは、現状に

対する何らかの問題(とくに不足や欠陥)を

とらえ、それを解決して、よりよい状態にし

たいという欲求を指す。そのため、当事者で

あるとは、このニーズを意識していることで

あり、当事者になるとはニーズを実現して、

新しい社会を生み出すことであるとされる

(上野千鶴子)。この当事者把握は、当事者で

ある人々が当事者になるという動態と、ニー

ズを把握することによる新しい社会を実現

することの可能性を見出すところに特徴が

ある。	
 

	
 しかし、このような観点はあまりにも個人

に重きを置き過ぎたものだと考えざるを得

ない。内灘町の公民館の歴史からとらえられ

るのは、個人が地域コミュニティの人間関係

の中に投げ出され、その関係そのものが個人

のあり方を規定しながらも、その個人のあり

方が関係を規定して、地域コミュニティのあ

り方を組み換え、人々を次の当事者へと組み

換え続けていくという、その生成変化の関係

の持続性にこそ、当事者の特徴があるという

ことである。つまり、人々は人々の中におい

てこそ当事者に「なり続ける」のであり、当

事者になり続けることにおいて、人々がその

地域コミュニティの人間関係に定礎された

身体の具体性を獲得し続け、「生活」が他者

とともに営まれる具体的なものとして、人々

の存在をつくり続けることとなっているの

である。そこでは個人が地域コミュニティを

形成するのではなく、また地域コミュニティ

が個人を規定するのでもなく、個人と地域コ

ミュニティとが構成する関係こそが、常に組

み換えられ続けることで、その関係において

新たな自分が生まれ出てくることを実感を

もってとらえられること、そうすることで自

己を他者との具体的な関係においてよりよ

い「生活」を営む自分としてつくりだそうと

すること、こういうことが地場の「生活」を

組み換えて、新たな地域コミュニティを生み

出すことそのものであること、このことこそ

が重要である。これが、人々が地場の「生活」

において当事者となるということである。	
 

	
 そしてそうであれば、当事者とは、すでに

「当事者である」人々だけがなり続けるもの

ではなく、むしろその地場の「生活」にかか

わるあらゆる人々が当事者となり得るのだ

といえ、その「生活」を組み換えること、つ

まり地域コミュニティにおける自分のあり

方そのものを他者との間で組み換え続ける

ことで、人々は当事者になり続ける関係を結

ぶこととなるのだといえる。	
 

	
 ニーズを把握することによって「当事者に

なる」のではなく、人々が他者との関係にお

いて地場の「生活」を営むことにおいてこそ、

ニーズが他者との間に立ち上がり、「生活」

を組み換えつつ、彼ら自身を新たな存在へと

組み換えて行かざるを得ないのだといえる。

ここでは、ニーズは、所与であり人々に分配

されるもの(つまり意識化されるもの)では

なくなり、人々が他者とともに「生活」を送

ることでこそ、立ち上がり、意識されざる形

で実現されていく「生活」そのものであるこ

とになる。	
 

	
 

（３）得られた知見	
 

	
 以上の飯田市と内灘町の事例は、本研究 3
年間にわたる実践・介入研究の一例に過ぎな

いが、本研究におけるさまざまな事例の検討

を通して、学習を基盤とした価値多元的で持

続可能な社会は、以下のようなメカニズムを

持っていることが明らかとなった。	
 

	
 第一に、従来のような経済的な規模の拡大



を求める活性化・持続可能性の議論ではなく、

むしろその社会に生きる人々の自己形成と

いうきわめて個人的な「学習」の営みの課題

が、集団的に組織し直され、集団的な主体へ

と構成されることでこそ、その地域が新たな

価値を多元的に構成しながら、各個人のあり

方を常に変容させることで、持続可能な社会

として変容し続けることが可能となるとい

うことである。その現場が、人々が日常生活

を送るコミュニティであり、これが、コミュ

ニティが存続するための新たな自存のメカ

ニズムとでも呼ぶべきものである。	
 

	
 第二に、それはまた、人々がそのコミュニ

ティで「学習」を他者とともに組織し、他者

とのかかわりの中で、その関係を変容させる

こと、つまり自己と他者とを一つの関係態と

して構成しつつ、それを変容させることによ

って実現するものであり、それは学習という

きわめて個人的な営みでありながら、関係論

的な営みでもあり、かつ何か所与のものを分

配し、所有するということではなく、関係を

組み換えつつ、そこに新たな価値を生み出す

ような営みであることを示している。このよ

うに個人の学習は関係論的な「学習」として

組織しなおされ、かつそれは分配と所有によ

る学習ではなく、関係の組み替えによる価値

の生成と循環を生み出す「学習」である。こ

の意味では、持続可能な社会を実現するため

の「学習」とは、それそのものが一つの価値

として、自らとコミュニティを生み出し続け

るプロセスでありながら、方法でもあるもの

として、組み換えられるものとなる。	
 

	
 第三に、このような個人のあり方はまた、

コミュニティの当事者として、そのコミュニ

ティを構成しないではいないということで

ある。それは、コミュニティの住民のみなら

ず、コミュニティにかかわる研究者などいわ

ゆる「よそ者」をも巻き込む形で、ひとつの

関係態として自己を構成するものとしてあ

る。ここでは、当事者とは、一個人のあり方

ではなく、コミュニティを持続可能なものと

することによって生成される関係のあり方

であり、かつそれによって持続可能となるコ

ミュニティそのものであるといえる。	
 

	
 第四に、このことはまた、「学習」という

営みが、個体主義的な贈与と答礼という関係

において発動するものではなく、むしろ贈与

と答礼とが構成する時空を関係論的に組み

込んだ、ある種の自動的なものとして構成さ

れて、おのずから駆動するものとしてあるこ

とを意味している。その意味では、いかなる

コミュニティであっても、そこには「学習」

が息づいているのであり、それを意識化し、

自覚化することにおいて、個体主義的な贈与

と答礼の関係が関係論的なコミュニティの

構成を駆動させることになる。ここに、この

贈与と答礼の時間的な差異を関係論的な構

造へと意識化し、自覚化するための外部要因

としての「よそ者」の存在が必要となる。こ

れがリーダーの存在理由でもある。	
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